
レバノンでは、100万人以上が国内避難民となっており、6月4日時点では13万5,300人が636か所の過
密な集団避難所で、数千世帯が野外で避難生活を送っています。特に5月下旬以降の2週間は極めて不
安定な状態が続き、とりわけ南部地域やベイルート南部郊外への集中した激しい攻撃により、6月7日に
は南レバノン県から推定3万世帯、ナバティエ県から4,000世帯が避難し、ベイルート南部郊外で避難し
た約5万世帯（約20万人）は大多数が野外や仮設テントでの生活を余儀なくされています。停戦が発表さ
れたにもかかわらず続く攻撃により、避難生活の長期化も懸念されているのです。また、死傷者数も増加
しており、保健省によると2026年3月2日から6月7日までの間に、3,613人が死亡、11,072人が負傷し、イ
スラエルの攻撃により17の病院が破損し、3病院、43診療所が機能不全に陥っています。
　米国とイランが停戦に向けた覚書に同意した日も、イスラエルによるレバノン南部やベイルート南郊へ
の攻撃は継続され、翌15日にはレバノン南部でイスラエル軍による無人機攻撃で死亡者が発生するなど、
衝突の継続が懸念されています。また、イスラエル首相や国防相は6月15日、イスラエル軍がレバノン南
部の駐留を継続することも表明しました。レバノン南部の大部分が避難対象地域となり、100万人以上
が国内避難民となっている中、今後の状況が不透明です。

ベイルートの海岸沿いのテントは、慈善家たちから配給を受けていると聞きます。その一方で、近所に住
むシリア人は、避難所から追い出されたと言っていました。社会福祉省の避難所はレバノン人しか受入れ
をしないそうです。また、避難先でのレイプとか、虐待の事案も噂では聞いています。
　海岸沿いの観光地の多くのレストランでは、避難民に店のトイレを使わせてくれないため、女性も子ど
もも道端で排泄するしかないそうです。ダウンタウンの観光地でも避難民を追い出そうとしてニュースに
なっていました。
　学校の多くが避難所になっています。私たちが支援をした北部のパレスチナ難民キャンプ内の国連の
学校では、男性と女性で居住空間を分けられていて、同じ家族でも男女別々の避難生活を余儀なくされ
ています。そのため、家族が食事を一緒に食べることもできません。また、トイレの数がとても少なくて、
衛生状態が劣悪でした。何日もシャワーを浴びることもできません。
　一方で、避難所の近くに住んでいる人の話を聞くと、避難所で大量の水が消費されるため、付近の水
道が出なくなり、トイレのために水を買うようになって、15ドルから20ドル余計にかかるそうです。また、
避難所へ支援物資を積んだトラックが入るたびに、近所の住民たちが殺気立って、喧嘩も起こるそうです。
公共の電気は1日に1、2時間しか来なくなり、民間の発電機から買わなければなりませんが、燃料の高騰
もあって値上がりしているからです。
　レバノンはどこも安全ではないと感じます。軍事組織がどこにいるかなど、一般の市民にわかるわけが
ありません。市民は政治組織にも所属していないのに、道路や市街で攻撃に巻き込まれて亡くなっている
のです。
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レバノンの状況と
支援活動

レバノン
の現状

避難者の
生活

2月28日、イスラエルと米国がイラン攻撃を開始し、
3月2日にはレバノンも戦場になってしまいました。
それから100日たった6月15日、米国とイランは停戦に向けた
「覚書」に合意し、18日には双方の大統領が署名しました。
覚書には、レバノンを含む停戦が入っていますが、
その後もイスラエル軍の攻撃が続いています。

当会では3月中から、レバノンで避難民への支援を開始し、
5月末までに1200世帯以上に食料や衛生用品を配布しました。
また、避難してきた子どもや女性への心理サポートや保健支援も継続しました。
ここでは、レバノンの現状と支援活動を報告します。
なお、ベイルートに暮らしている女性の体験も次ページでご紹介しています。
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